
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 学んだことを活用し 確かな力を身に付ける生徒 

               ◎ 思いを交流し合い 価値を創造する生徒 

          ◎ 率先して行動し 成長を実感する生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 木 元日　学校閉庁日

2 金 学校閉庁日

3 土 学校閉庁日

4 日 学校閉庁日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月 成人の日

13 火

14 水 職員会議　校内研修　学年会議

15 木 ３学期始業式　ALT

16 金

17 土 アンサンブルコンテスト

18 日

19 月

20 火 定例委員会

21 水

22 木 ALT　２学年スキー授業

23 金 １学年スキー授業

24 土

25 日

26 月 職員会議

27 火

28 水

29 木 ALT

30 金

31 土

令和７年１２月２５日 

当麻町立当麻中学校 

令和７年度学校通信 NO.９ 

当麻中学校 

学校教育目標 

１月の予定 

命を守ること、そして他者を思うということ 

 

 

校長 袰田 佳奈恵  

 

11 月は校内でもインフルエンザ等の感染症が流行し、2 学年が学年閉鎖となったほか、感

染予防のために部活動を中止する場面もありました。12 月に入り、各学年に数名の体調不良

の生徒はいるものの、大きな流行はおさまってきているようです。 

保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解いただき、心より感謝申し上げます。

生徒の皆さんが落ち着いて一年を締めくくれるよう、学校としても丁寧に教育活動を進め、

12 月 25 日に 2 学期の終業式を迎えます。 

さて、今回は「命を守ること」と「他者を思う心」について、改めて皆さんと考えたいと思

います。最初に大切にしてほしいのは、自分の命や心、身体を守るという意識です。中学生に

なると行動範囲が広がり、決断も自分に委ねられることが増えます。その分、危険に気付く力

や、自分自身をコントロールする力が求められます。 

交通安全や SNS の使い方、友人関係、体調管理など、どれも自分の命や未来を守るために

欠かせない行動です。「これを続けて大丈夫だろうか」「この場面は慎重にすべきではないか」

と自分に問いかけることは、大人へ向かう大切な一歩です。 

そしてもう一つ大事にしてほしいのが、他者への思いやりや想像力です。自分を大切にで

きる人は、周りの人の気持ちにも自然と目を向けることができます。友だちの表情に気付く

こと、相手の立場を想像すること、言葉を選ぶことなど、こうした積み重ねが、学校全体の安

心や温かさにつながります。 

他者意識とは、単に「他の人を気にする」ということだけではありません。自分も相手も同

じように大切な存在であると認め合う姿勢のことです。互いを尊重し、支え合うことができ

たとき、クラスや学年の雰囲気は、ぐっと明るく、過ごしやすいものになります。 

生徒の皆さんには「自分の命と心を守ること」と「周りへのまなざしを大切にすること」の

両方を意識して過ごしてほしいと思います。どちらか一方ではなく、両方がそろってはじめ

て、安心して学び合える学校生活が生まれます。私たち教職員も、生徒一人一人に寄り添い、

その気付きや成長を支え、ともに歩んでいけるよう、これからも力を尽くしてまいります。 

寒さが本格化する季節となりました。どうか体調に気を付け、健やかに新しい年を迎えら

れますようお祈り申し上げます。 

今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

開拓魂 大きく羽ばたく 当中生！ 

 

□女子ソフトテニス部 

  第 47 回北海道中学生団体対抗ソフトテニス大会 

 上川代表決定戦 11 月 23 日（日） 

 女子団体 第１位 

 ※1月９日に滝川で行われる全道大会の出場権を

獲得しました。 

 

□男子バスケットボール部 ※比布中央と合同 

 第５１回富良野地区中学校バスケットボール 

新人大会 12 月７日（日） 第１位 

優秀選手賞 ２年 石川 星太朗 

２年 加藤 颯真 

 

□女子バスケットボール部 

 第５１回富良野地区中学校バスケットボール 

新人大会 12 月７日（日） 第２位 

優秀選手賞 ２年 武田 琉花 

 

□各種コンクール 

 当麻町生涯学習フェスティバル２０２５ポスタ

ーデザインコンクール 

 優秀賞 1 年 高沢 明香里 

 

 

12 月 29 日～1 月 4 日は、 

学校閉庁日です。この期間は、 

当麻町教育委員会（84-2111）

へご連絡をお願いします。 

当麻町商工会よりご寄付をいただきました 

12 月 17 日(水)、当麻町商工会青年部の下元部長がご来

校され、当麻中学校へご寄付をしていただきました。 

地域の皆様に支えられておりますことに、深く感謝申し上

げます。 

当麻中学校の 

教育活動に、大切 

に使わせていただ 

きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当麻町は幼小中連携・小中一貫教育を推進します 

「義務教育終了時の姿」 ふるさとに誇りをもち、仲間とともに未来を切り拓く子ども 

 

 

 １２月９日（火）３・４校時に、体育館で第２学年の PTA 親子レクを行いました。２学年は、 

パン食い障害物リレーなどを親子で一緒に行いました。みなさん、笑顔でレクを楽しみ、親睦を深

めることができました。 

 参加された保護者の皆様、企画運営に携わっていただいた学年委員の皆様、ご協力ありがとうご

ざいました。 

どさんこ☆子ども上川地区会議 

第１学年 PTA親子レク 

 1２月９日（火）５・６校時に、体育館で第１学年の PTA 親子レクを行いました。１学年は、 

ミニバレーボールを親子で一緒に行いました。歓声や笑い声が、各コートで響き、楽しい時間を

過ごすことができました。 

 参加された保護者の皆様、企画運営に携わっていただいた学年委員の皆様、ご協力ありがとう

ございました。 

 １２月１７日（水）、当麻中生徒会と、当麻小

児童会が、どさんこ子ども上川地区会議に参加

しました。 

上川管内の小中高の児童生徒と、いじめ問題

の取組について、オンラインで交流し、今後の活

動について考えることができました。 

 この会議で学んだことをいかし、当麻小中の

児童生徒が一緒にいじめ問題について取り組む

ことを期待しています。 

  

どさんこ子ども上川地区会議 

 １２月２３日（火）、柏学級の２学年生徒が、

当麻小学校、宇園別小学校の５・６年生児童と

技術室で、交流学習を行いました。 

 今回は、レインボーライトで映し出す絵を 

作ることに挑戦しました。みなさん、難しいと 

言いながらも、集中して素晴らしい作品を 

           作りました。 

            小中一貫校として、 

                      小中学生が一緒に活

動するよい機会とな

りました。今後も続け

ていきます。 

第２学年 PTA親子レク 

北海道教育委員会の相談窓口 

○子ども相談支援センター（専門の相談員が対応します） 

いじめ、不登校、友人関係、親子関係、性的マイノリティ、性暴力の被害、家庭の事情で自分の時間がとれ

ない、ヤングケアラーに関することなど、様々な悩みを相談できます。 

電話：０１２０－３８８２－５６（毎日24時間、無料で相談できます） 

メール：sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 

（メールでは、返信に時間がかかることがあります） 

小学生との交流学習 


